Design of ceiling in "architecture with semi outdoor space" by 松林, 幸佑










































2017 年度 修⼠設計 
「透ける建築」における天井表現の調査と設計 
Design of ceiling in "architecture with semi outdoor space” 
 i 
 
 Design of ceiling in "architecture with semi outdoor space”  
 




What is " architecture with semi outdoor space?" It is a building having between the half 
outdoors space or many big windows in modern architecture. Or it shows the one-storied 
building which eyes can go through in a building. About the charm of architecture with semi 
outdoor space, I work on a research by analyzing Design of ceiling. 
And, I design it using the information. I sorted the investigation by four types (Architecture 
with semi outdoor space-slime type, Architecture with semi outdoor space-table type, Architecture 
with semi outdoor space-temporary type, Architecture with semi outdoor space-waffle type, 
Architecture with semi outdoor space-traditional type) about the example of architecture with 
semi outdoor space. The details about typology it show a type in the chart below. With four types, 
discussed each characteristic. In addition, I design the type using the information that I obtained in 
typology it. By the design, the realization of a good “architecture with semi outdoor space” is a 
purpose. 
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図 1-1. 透ける建築について 
 
写真 1-1. 半屋外空間を多く持つ透ける建築 
(總寧寺永代供養施設 「無憂樹林」/妹島和世建築設計事務所 1)) 
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        写真 1-3. 本願寺北能舞台 3)   写真 1-4. 薮内家茶室燕庵の露地 腰掛 3) 
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図 1-2. 天井表現について 
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第 1 章 注 
 
1)  新建築, 2014.10, p134-p141 
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図 2-1. 仮説のダイヤグラム 
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2-2. 仮説を導く⼿順 
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写真 2-2. 連続して設けられた柱と梁(待機スペース)1)   写真 2-3. 内部はフラットな天井⾯(待合スペース)1) 
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2-3-2. エレテギア キッチン&ダイニング(NAP 建築設計事務所) 
写真 2-4. 広い半屋外空間と抜ける視線(全景)2) 













2017 年度 修⼠設計 
「透ける建築」における天井表現の調査と設計 








◽エレテギア キッチン&ダイニング(NAP 建築設計事務所)： 
 梁や垂⽊を⽤いた魅⼒的な内部空間を持つ細⻑い建築のつくり⽅。 
 
2-4. ケーススタディ 1(厳島港宮島地区旅客ターミナル設計プロポーザル) 3) 
2-4-1. 提案書 
 以下にプロポーザルコンペ取り組み時に提出した設計提案の内容を図 2-3 に⽰す。 
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◽1F：                                        
 1F をピロティとし、広い半屋外空間を提案した(図 2-4)。また、フラットな天井⾯と表
複雑な形状の柱によってめりはりのある半屋外空間を⽬指した。（図 2-5）。 
◽2F：                                       
 2F は屋内空間とし、海側に開⼝を多く設けた。屋根勾配に合わせて、垂⽊を設けること
で凸凹した天井⾯によって魅⼒的な内部空間を⽬指した（図 2-5）。 
図 2-4. 提案建物の⾒上げパース 
図 2-5.  短⼿⽅向断⾯パース 
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2-5. ケーススタディ 2(⼤島交流拠点施設（仮称）デザイン設計競技) 4) 
2-5-1. 提案書 
以下に設計コンペ取り組み時に提出した設計提案の内容を図 2-6、図 2-7 に⽰す。 
図 2-6. ⼤島交流拠点施設(仮称)デザイン設計競技 提案図⾯ 1 枚⽬ 
図 2-7. ⼤島交流拠点施設(仮称)デザイン設計競技 提案図⾯ 2 枚⽬ 
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◽1F                                       




◽2F(⼀部)                                     





















           
写真 2-7. 提案建物の天井⾯(屋内空間) 
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2-6. 仮説の設定 





 以上の点を踏まえながら 2 パターンのケーススタディを⾏った。ケーススタディ 1 で
は、フラットな天井⾯と勾配をもつ凹凸のある天井⾯を持ち、細⻑い⼤きな切妻屋根を持
つ建築の実践に取り組んだ。ケーススタディ 2 では、梁と垂⽊を組み合わせることで、ケ
ーススタディ 1 よりも凹凸が多い天井表現を実践した。 
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第 2 章 注 
 
1) 新建築, 2006.12, p72-p85 
2) 新建築, 2016.7, p72-p85 
3) 厳島港宮島地区旅客ターミナル設計プロポーザルの詳細は付録 6-1 に⽰す。 
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3-1. 類型化の⽬的 
 「透ける建築」の事例収集を⾏い、類型化を⽤い 4 つの類型を導く。類型化は、主に実
例より収集した事例において、「天井表現」に焦点を当てた分類分けを⾏う。その作業か
ら得た 4 つの類型を元に、「透ける建築」の特徴や建築の向かう⽅向性の整理を⾏う。 
 
3-2. 類型化の流れ 
 本章での作業の流れについて図 3-1 に⽰す。建築雑誌「新建築」に掲載されている竣⼯
済みの建築作品より「透ける建築」の条件に該当する作品を選出する。選出された作品の
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3-3. 事例の選定基準 





また住宅は設計の際に建主によって建築の形態が⼤きく左右点の各 1 点が挙げられる。 
 
写真 3-1. 四周がガラス張りの建築 1) 
 
写真 3-2. 四周が半屋外の建築 2) 
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3-4. 建築カードについて 
 建築カード(図 3-2)は、事例収集で収集した建築の情報を 2 枚の⽤紙にまとめたものの
ことを指す。雑誌上に散らばって載っている写真や図⾯を中⼼にまとめる。建築カード
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 事例収集では、約 3,300 事例の中から選定基準と合致した 43 事例の「透ける建築」を
選定した。全選定作品については、選定した事例の作品名、設計者、新建築での掲載号に
ついてまとめた、表 3-1 に⽰す。  
 
表 3-1「透ける建築」事例⼀覧 4) 
2017 年度 修⼠設計 
「透ける建築」における天井表現の調査と設計 
Design of ceiling in "architecture with semi outdoor space” 
 19 
3-5-2.年代別作品数 
 「透ける建築」の事例について、年代別の作品数のグラフを図 3-3 に⽰す。グラフよ





図 3-3. 年代別作品数 
 
3-5-3.都道府県別作品数 




ロンドンが 3 作品あり最多作品数となった。 
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さらに細かな分類分けを⾏う。「透ける建築」の全 43 事例から 4 つの類型(図 3-5)を導き
だす。 
図 3-5. 類型化作業から導く 4 つの類型 
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3-6-2. 類型別事例数 
 類型別作品数を図 3-6 に⽰す。「透ける建築」の全 43 事例のうち、「凹凸なし-柱スパン
が不規則な建築」が 8 事例、「凹凸なし-柱スパンが規則的な建築」が 5 事例、「凹凸あり-
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3-6-3. 年代別作品数(類型別) 
 類型別の年代別作品数を図 3-7 に⽰す。「透ける建築」の全 43 事例のうち、「凹凸ありー
柱スパンが規則的な建築」類型の事例のみ、1998 年からから 2016 年まで幅広い年代で登
場している。また、その他の 3 つの類型は 2002 年以降から登場し始め、2014 年がすべて
の類型において事例が登場している年となった。 
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3-6-3. 天井に凹凸なし-柱スパンが不規則な建築 
 天井に凹凸なし-柱スパンが不規則な建築の類型には、8 事例を分類した。分類された 8





表 3-2. 天井に凹凸なし-柱スパンが不規則(8 作品)  
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3-6-4. 天井に凹凸なし-柱スパンが規則的な建築 
 天井に凹凸なし-柱スパンが規則的な建築の類型には、5 事例を分類した。分類された 5





表 3-3. 天井に凹凸なし-柱スパンが規則的な建築(5 作品) 
図 3-9. 天井に凹凸なし-柱スパンが規則的な事例建築⼀覧 
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図 3-10. 天井に凹凸あり-柱スパンが不規則な事例建築⼀覧 
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3-6-6. 天井に凹凸あり-柱スパンが規則的な建築 
 天井に凹凸あり-柱スパンが規則的な建築の類型には 17 事例を分類した。分類された 17





表 3-5. 天井に凹凸あり-柱スパンが規則的(17 作品) 
図 3-11. 天井に凹凸あり-柱スパンが規則的な事例建築⼀覧 1 
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図 3-12. 天井に凹凸あり-柱スパンが規則的な事例建築⼀覧 2 
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表 3-6. 天井に凹凸なし-柱スパンが不規則な建築 評価表 
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表 3-8. 天井に凹凸あり-柱スパンが不規則な建築 評価表 1 








                                                                                   
表 3-10. 天井に凹凸あり-柱スパンが規則的な建築 評価表 1 
表 3-11. 天井に凹凸あり-柱スパンが規則的な建築 評価表 2 
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3-7-1. 整理 1：輪郭 
 整理 1 では、事例建築を対象に天井表現にも含んでいる、天井⾯の輪郭について整理を
⾏った。評価⽅法は、収集した資料の中の写真から判断し、「曲線」と「直線」のどちら
かで評価した。輪郭が直線の建築が全類型で 23 事例あり、曲線の 20 事例を上回った。各
類型で⾒ると、下記の通りになった。 
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3-7-2. 整理 2：柱の形状 




                                                                                    
「凹凸がない建築̶ 不規則」の類型：丸形の事例が多い。 
「凹凸がない建築̶規則的」の類型：丸形、⻑⽅形、正⽅形、多⾓形を持つ事例が、ほぼ 
                 均等にある。 
「凹凸がある建築̶不規則」の類型：丸形が最多の 6 事例となった。また、⾯状や帯状な 
                 ど他の類型には⾒られない形状もあった。 
「凹凸がある建築̶規則的」の類型：正⽅形の事例が多い。 
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3-7-3. 整理 3：⽤途 





                                                                                    
「凹凸がない建築̶不規則」の類型：休憩所系か美術館系の事例があり、休憩所系の事例 
                 が 4 事例で最多であった。 
「凹凸がない建築̶規則的」の類型：休憩所系が最も多く、その他⼤学系、飲⾷系、交通 
                 施設系の⽤途の事例がある。 
「凹凸がある建築̶不規則」の類型：飲⾷系が最も多い。また礼拝堂やチャペルなど他の 
                 類型に⾒られない⽤途の事例もある。 
「凹凸がある建築̶規則的」の類型：飲⾷系が最も多い。また、⽤途の種類も全類型の中 
                 で最多であり、ゲート系や観測所系など他の類型に 
                 ⾒られない⽤途の事例もある。 
 
図 3-15. 類型別の⽤途について 
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3-7-4. 整理 4：⽴地条件 
 整理 4 では、事例建築を対象に⽴地条件について整理を⾏った。評価⽅法は、収集した
資に記載されている所在地情報と google map の航空写真から判断した。まず⽴地してい




                                                                                    
「凹凸がない建築̶不規則」の類型：地⽅に⽴地している事例が最も多く、周辺環境は街 
                   中の事例が多い。 
「凹凸がない建築̶規則的」の類型：都市、郊外、地⽅にほぼ均等に事例数があり、周辺 
                 環境は⾃然の事例が多い。 
「凹凸がある建築̶不規則」の類型：地⽅に⽴地している事例が最も多く、周辺環境は街 
                   中の事例が多い。 
「凹凸がある建築̶規則的」の類型：地⽅に⽴地している事例が最も多く、周辺環境は    
                 街、⾃然の事例数がほぼ均等となった。 
図 3-16. 類型別の⽴地条件について 
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フラット屋根タイプの 2 つのタイプの建築が混在している類型であることがわかった。 
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図 3-23. 透ける建築̶伝統型・切妻屋根タイプの特徴について 
 
3-9. ⼩結 
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5) 都市：⽇本国内の事例については六⼤都市(東京 23 区、横浜市、名古屋市、京都市、 
     ⼤阪市、神⼾市)を、また海外の事例もあるため、海外ではロンドンを都市とす 
     る。 
6) 近郊：六⼤都市から半径 50km 以内で、都市への移動時間が 1 時間以内の市町村とす 
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4-1. 透ける建築の実践 







順については 2 段階とし、第 1 次設計提案ではプロポーザルコンベ締切⽇までは、「透ける
建築」を意識せずプロポーザルの条件に合致した建築の提案を⾏い、第 2 次設計提案で第 3
章の分析より得た、「透ける建築̶伝統型」の特徴や⽅向性などを追加し改案する。 
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物を提案する。詳細について表 4-1 に⽰す。 
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図 4-2. 三崎地区(対象敷地周辺)の航空写真(google map,1/5 取得) 
 





2017 年度 修⼠設計 
「透ける建築」における天井表現の調査と設計 









写真 4-3. 沿岸沿いの組積造の建物 
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4-2-2-3. 対象敷地について 




図 4-3. 対象敷地とその周辺図 
 
 
写真 4-7. 北東から⾒た敷地 
 
写真 4-8. 北⻄から⾒た敷地 
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写真 4-9. 北東から⾒た既存施設 
 
写真 4-11. 既存施設のバス停 
 
写真 4-13. 既存施設北側の⻑い軒下 
 
写真 4-10. 北⻄から既存施設 
 
写真 4-12. 駐輪所 
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4-2-3. 第 1 次設計提案 
4-2-3-1. 第 1 次設計提案について 
 プロポーザルコンペ締め切り時に伊⽅町役場産業課観光商⼯室へ提出した設計提案の内
容(プレゼンボード、各提案 A3 横使い 1 枚で計 2 枚)を図 4-4、図 4-5 に⽰す。なお、この
プロポーザルでは、各提出者につき 2 種類の提案が求められた。 
 
4-2-3-1-1. 企画提案書 
・直列配置案 A タイプ 
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・直列配置案 B タイプ 
図 4-5. 伊⽅町観光交流拠点施設プロポーザルコンペ 企画提案書 直列配置案 B タイプ 
 
4-2-3-1-2. 2 案の⽐較 
 プロポーザルコンペ提出時には 2 提案が求められていた為、直列配置案 A タイプと直列
配置案 B タイプを提出した。2 案は、A タイプは予算を抑えたシンプル建築とし、B タイプ
は意匠的な仕掛けを幾つか組み込んだ案となっている。そのため、本章で述べるケーススタ
ディ 3 の改案については、直列配置案 B タイプに絞って⾏うものとする。以下に直列配置
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い建築と⼩さな平屋の 2 棟から成り⽴っており、それらを下屋や、2 つの展望スペースでつ
ないくことで⼀体型の建物のような建築を提案する。 
 
















図 4-7. 既存施設から伸びる軸線の利⽤ 
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・2 つのイベント広場 




















図 4-9. ⾞寄せからトイレまでの動線 
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図 4-10. 2 つの異なる⾼さの展望台 
 
・展望スペースの構造 
 展望スペース 2 は、楕円の形をしており、屋根上に配置した。提案建物は⽊造の構造体を
しているが、展望スペース 2 を⽀える構造は鉄⾻造とした。これにより、⼀部イベント広場
側へ⽚持ちで⾶び出させることができ、屋根から浮いた展望台を提案することができた。 
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4-2-3-6. ゾーンニング図 
直列配置案 B タイプのゾーンニング図を図 4-12、図 4-13 に⽰す。 
図 4-12. 提案建物 1F ゾーニング図 
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4-2-4. 第 2 次設計提案 
4-2-4-1. 第 2 次設計提案について 






























図 4-17. 改案のダイヤグラム 
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4-2-4-3. 改案後の平⾯図 




となったが、第 2 次設計提案では平⾯図として⽰す。 
図 4-18. 改案後 1F 平⾯図 
図 4-19. 改案後 2F 平⾯図 
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4-2-4-4. 断⾯パース 






図 4-20. A-Aʼ断⾯図パース 
図 4-21. B-Bʼ断⾯図パース 
図 4-22. C-Cʼ断⾯図パース 
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4-2-4-5. パース 
図 4-23. 提案建物の全景 
図 4-24. 外部通路(北側) 
図 4-25. 外部通路(南側) 
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図 4-26. イベントスペースから展⽰スペース 2 を⾒た内観(ルーバー天井あり) 
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 第 1 次設計提案では、プロポーザルコンペの要求に合致した建築を提案した。地域の特
徴や敷地の特徴、既存施設のつながりなどを考慮した建築を提案した。 
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第 4 章 注 
 
1)  伊⽅町観光交流拠点施設プロポーザルコンペの直列配置案 A タイプは、付録 6-3-2 に  
  ⽰す。 
017 年度 修士設計 
「透ける建築」における天井表現の調査と設計 






































第 5 章 総括 
2017 年度 修士設計 
「透ける建築」における天井表現の調査と設計 






































2017 年度 修士設計 
「透ける建築」における天井表現の調査と設計 





































図 5-2. 透ける建築(屋根層が空から際⽴つタイプ) 
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 最後に⼤学、⼤学院を含めて 4 年間多⽅⾯で⽀えてくれた家族に対し⼼より感謝申し上
げます。 
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1 次審査：参加表明書及び簡易提案書(以下「参加表明書等」という。)により審査を⾏い、   
     5 者程度を選定。 
2 次審査：技術提案書のプレゼンテーション及び質疑応答により審査を⾏い、特定者及び次 




古⾕ 誠章(NASCA/早稲⽥⼤学 教授) 
曽我部 昌史(みかんぐみ/神奈川⼤学 教授) 
橋⽖ 紳也(⼤阪市⽴⼤学 教授) 
千代 章⼀郎(広島⼤学⼤学院 准教授) 
原⽥ 忠明(廿⽇市市 副市⻑) 
宮地 正⼈(広島県⼟⽊建築局 建築技術部⻑) 
 
・参加資格 
① 建築⼠法(昭和 25 年法律第 202 号)第 23 条の規定に基づく、⼀級建築⼠事務所の登録を受 
 けた者であること。 
② 広島県の平成 27、28 年度の測量・建設コンサルタント業務(建築関係建設コンサルタント 
 業務)の「建築⼀般」⼜は「意匠」の⼊札参加資格の認定を受けていること。ただし、この公 
 ⽰の⽇において設定されない者であっても、2 次審査の結果発表までに平成 26 年 9 ⽉ 25 ⽇ 




④ 地⽅⾃治法施⾏(昭和 22 年政令 16 号)第 167 条の 4 の規定に該当しない者であること。 
⑤ ⺠事再⽣法(平成 11 年法律第 225 号)⼜は会社更⽣法(平成 14 年法律第 154 号)の適⽤を申 
 請した場合、裁判所からの更⽣⼿続開始決定がされている者であること。 
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     視する設計上の配慮事項及びコスト監理に関する⼯夫及び監理⽅針)、簡易提案 
     書(A3 ⽤紙 1 枚⽚⾯、横使い) 
2 次審査：技術提案書(A2 ⽤紙) 
 
・⽇程 
参加表明書等の提出期限：平成 28 年 6 ⽉ 24 ⽇必着 
1 次審査の結果発表：平成 28 年 7 ⽉下旬  
技術提案書の提出期限：平成 28 年度 8 ⽉ 4 ⽇ 
2 次審査(公開ヒアリング)：平成 28 年 8 ⽉ 9 ⽇ 
2 次審査の結果発表：平成 28 年 8 ⽉下旬 
 
・結果及び経過の通知、発表 
1 次審査の結果：通過者に通知し、2 次審査の案内を併せて⾏う。また、1 次審査通過者の 










2017 年度 修⼠設計 
「透ける建築」における天井表現の調査と設計 



































2017 年度 修⼠設計 
「透ける建築」における天井表現の調査と設計 





 対象敷地がある広島県廿⽇市宮島⼝地区の航空写真を図 6-1 に⽰す。沿岸部の⽩い点線
で囲われた場所がケーススタディ 1 で取り組んだプロポーザルコンペの対象敷地である。
宮島⼝地区は、古くから世界遺産の厳島へ渡るための⽞関⼝として発展してきた地域で、現
在も JR と広島電鉄の 2 つの駅があり多くの観光客が利⽤する地区である。 
 
図 6-1. 宮島⼝地区の航空写真(google map、12/28 取得) 
 
                    写真 6-1. JR 宮島⼝駅  写真 6-2. 宮島⼝商店街  
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 宮島⼝地区では、平成 27 年 5 ⽉に国際コンペを開催に、地区の今後の整備指針などを公
募で募り、宮島⼝地区グランドデザインを制定した。 






(宮島⼝地区まちづくりグランドデザイン , 廿⽇市市 , 2016 年 , p14) 
 
図 6-2. 宮島⼝のゾーンニング図 
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写真 6-3. 敷地南側からの写真  写真 6-4. 敷地海側からの写真  
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表 6-1. 旅客ターミナル 要求諸室・参考⾯積 
表 6-2. 広電宮島ガーデン 要求諸室・参考⾯積 
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 広島県⼟⽊建築局営繕課へ提出した設計提案の内容(プレゼンボード、A3 横使い１枚)を 
図 6-4 に⽰す。 
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では、観光客がたまり、地元の⼈が集い、そして宮島へ渡るためにくぐり抜けていく。   
   
・「宮島の⾨」 




 案することで、神域に⼊るという意識が明⽩になるのではと考えた。   












図 6-6. ⼤きな切妻屋根の建築 
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図 6-7. ⼈が集う⼤きなピロティ空間 
 
6-1-3-5. 構造計画 













図 6-8. 1F のピロティ部分の構造がチューブを利⽤した構造体 
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提案した建築の全体配置図兼屋根伏図を図 6-9 に⽰す。 
 
図 6-9. 全体配置図兼屋根伏図 
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図 6-10. 旅客ターミナル 1F 平⾯図 
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図 6-12. 広電宮島ガーデン 1F 平⾯図 
図 6-13. 広電宮島ガーデン 2F 平⾯図 
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図 6-14. 緑地 平⾯図 
 
6-1-3-8. 断⾯図 
図 6-15. A-Aʼ断⾯図 
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図 6-16. B-Bʼ断⾯図 
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図 6-17. 旅客ターミナルを⾒上げたパース 
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 ⼋幡浜市では、市の中⼼部から南⻄の沖合 10km に位置する離島、⼤島地区において、島⺠
や観光客の賑わいと憩いの空間づくりを⾏うため、下表のとおり地域交流拠点施設を建設しま
す。 
 ⼈⼝約 250 ⼈の⼤島は、どこか懐かしいゆっくりとした時間の流れるところです。１⽇３便




















敷地⾯積：約 230 ㎡ 
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⽚岡 由⾹(愛媛⼤学社会共創学部環境デザイン学科 助教) 










②  建築⼠をめざす学⽣または学⽣で構成するグループ(既卒者を含む)。 
③  その他市が認めるもの。 
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現地説明会：平成 29 年 4 ⽉中旬  
応募作品受付期間：平成 29 年 5 ⽉ 22 ⽇〜平成 29 年 6 ⽉ 19 ⽇ 
1 次審査の結果発表：平成 29 年 7 ⽉中旬  
最終審査および審査結果発表：平成 29 年度 8 ⽉下旬 




     品の応募者には⽂書にて通知する。その際、あわせて２次審査の詳細につい 
     て通知する。 
２次審査：審査当⽇、審査会場にて⼊賞作品を決定する。また後⽇、審査結果を審査経緯 







②  学⽣または学⽣が主体のグループの作品が最優秀作品に選定された場合、または応募者に 
 起因する理由により実施設計を履⾏できない場合、本市において実施設計業者を選定する。 
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④  設計予定者は、提案内容に基づき実施設計を⾏う。ただし、提案の趣旨を損なわない範囲に 
 おいて、修正を⾏政から要請する場合がある。 
⑤ 最優秀作品の応募者には、副賞として⼤島の特産品１万円分を贈呈する。  
◽優秀作品（２点） 
① 優秀作品の応募者には副賞として、⼤島の特産品５千円分をそれぞれ贈呈する。 





(前掲書, 2017 年 , p６-7) 
 
・送り先 
〒796-0292 愛媛県⼋幡浜市保内町宮内 1 番耕地 260 番地 
愛媛県⼋幡浜市産業建設部建設課都市デザイン室 
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 対象敷地がある愛媛県⼋幡浜市⼤島の航空写真を図 6-1 に⽰す。⼤島は、愛媛県の⻄の宇
和海に位置し、⼋幡浜港から定期船で約 20 分の場所に位置する。島⺠の⼈⼝は約 230 ⼈で
無⾜ながらの漁村⾵景が残っている。島内の移動⼿段は、徒歩、⾃転⾞、バイクを利⽤して
いる。 
図 6-20. 宮島⼝地区の航空写真(google map、1/1 取得) 
    
        
  
写真 6-5. 海から⾒た⼤島 写真 6-6. ⼤島港 
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図 6-21. 集落の特徴 
              
写真 6-7. 島を通る旧道  写真 6-8. 島を通る新道  
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写真 6-9. 密接な距離で建つ住宅  写真 6-10.海⾵を遮るコンクリート壁  
写真 6-11. 海側の仕事空間  写真 6-12. 島で多くみられた建築様式 
写真 6-13. 旧道と新道をつなげる⼩道  写真 6-14. 地⼤島へ向かう橋 
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写真 6-15. 敷地写真(新道南側⽅向) 写真 6-16. 敷地写真(新道北側⽅向) 
写真 6-17. 敷地写真(旧道南側⽅向) 写真 6-18. 敷地写真(旧道北側⽅向) 
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以下の表 6-3 に設計コンペの設計条件を⽰す。 
 



















2017 年度 修⼠設計 
「透ける建築」における天井表現の調査と設計 





ード、A3 横使い 2 枚)を図 6-23、図 6-24 に⽰す。 
図 6-23. ⼤島交流拠点施設(仮称)デザイン設計競技 提案図⾯ 1 枚⽬ 
図 6-24. ⼤島交流拠点施設(仮称)デザイン設計競技 提案図⾯ 2 枚⽬ 
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図 6-26. 建物の成り⽴ち 
 
6-2-3-6. 平⾯計画 











図 6-27. 平⾯計画について 
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図 6-31. 屋根下空間を全て使⽤するパターン 1F 平⾯図 
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・空間を 2 つに分けるパターン  
 このパターンでは、空間を 2 つに分けて使⽤することを主としている。屋根下広場弁
柄⾊の壁で囲われた空間を境に 2 つの空間にわけて使⽤することが可能である。 
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提案した建物の模型写真を写真 6-19、6-20、6-21、6-22、6-23、6-24 に⽰す。 
 













2017 年度 修⼠設計 
「透ける建築」における天井表現の調査と設計 















写真 6-21. 海を⾒下ろすテラス 
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(前掲書, 伊⽅町役場産業課観光商⼯室, 2017 年 , p1) 
 
・対象敷地 





    者を選定する。 
2 次審査：⼆次審査対象者によるプレゼンテーション及びヒアリングを実施し、業者 
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(前掲書, 伊⽅町役場産業課観光商⼯室, 2017 年 , p2-3) 
 
・応募⽅法 
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◽企画提案書：1 社 2 提案で様式は A3 ⽤紙（⽚⾯横使い）。また、提案を補完するために 
      は最⼩限のイラスト、イメージ図（簡単な平⾯図等）を使⽤し（着⾊、彩⾊ 
      可）、明らかに設計の具体的内容を表現している設計図、模型、透視図等 





参加意向申込書提出期間：平成 29 年 10 ⽉ 2 ⽇〜10 ⽉ 16 ⽇ 
資格確認結果通知書送付：平成 29 年 10 ⽉ 18 ⽇以降 
企画提案書提出期間：平成 29 年 10 ⽉ 18 ⽇〜11 ⽉ 10 ⽇ 
1 次審査結果送付：平成 29 年 11 ⽉ 13 ⽇ 
２次審査(ヒアリング)：平成 29 年 11 ⽉ 24 ⽇ 
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図 6-38. 既存施設から伸びる軸線の利⽤(A タイプ案) 
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図 6-39. 既存施設へつなぐ道 
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直列配置案 A タイプのゾーンニング図を図 6-40、図 6-41 に⽰す。 
図 6-40. 提案建物 1F ゾーニング図 
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図 6-44. 内観パース 
